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研究成果の概要：  
 
ウズベキスタンなど中央アジアの 5 カ国は、1991 年のソ連解体後、新しい独立国家として国
際社会に参入した。これらの国々は、政治と経済の大転換を行うとともに、社会の安定をはか
る努力を続けている。現在中央アジアが直面している課題は数多いが、この大転換期において
社会の安定を支えているのは何だろうか。そこで注目されるのが、マハッラとよばれる近隣コ
ミュニティの存在である。このマハッラは、転換期の中央アジアにおいても持続的な社会発展
を支える組織、あるいは市民社会の基盤として関心を集めている。本研究は、現地の研究者と
共同してウズベキスタンのマハッラに関する実態調査を行い、その現状と課題を解明すること
を目的として行われた。 
 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 
 直接経費 間接経費 合 計 
2007 年度 1,800,000 0 1,800,000 
2008 年度 1,500,000 450,000 1,500,000 
年度    
年度    
  年度    
総 計 3,300,000 450,000 3,750，000 
 
研究分野：国際関係・国際政治 
科研費の分科・細目：地域研究・地域研究 
キーワード：旧ソ連地域、地域開発、マハッラ、地域社会、コミュニティ、ウズベキスタン 
 
１．研究開始当初の背景 
 
中央アジアは、19 世紀後半に帝政ロシアの
植民地とされた後、1917 年のロシア革命を契
機として政治と社会、文化のあらゆる領域で社
会主義化を経験し、およそ 70 年にわたるソ連
時代に現代世界でも類をみないほどの大規模
な変革が進行した。そして、1991 年のソ連解
体後、新しい独立国家として国際社会に参入
した。この新生の中央アジア諸国は、政治と経
済の大転換をめざすとともに、国家と社会の安
定をはかる努力を続けている。このように中央
アジア社会は、その近現代史の中で大きな変
容を相次いで経験してきたが、その中にあっ
て社会の独自性はさまざまな面で保持されて
きたことも見逃せない。とりわけ中央アジアの
南部では、歴史的にマハッラとよばれる近隣コ
ミュニティが旺盛な持続力を発揮し、政治・経
済的な変動にもかかわらず、地域の人々の安
全と生活を守る基本的な社会組織として機能
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してきた。ソ連から独立した現在、このマハッラ
は転換期の中央アジア諸国における持続的な
社会発展を支える組織、あるいは市民社会の
基盤として注目されている。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究は、ウズベキスタンのマハッラに関する実
態調査を行い、中央アジア社会の持続性を支え
るメカニズムを解明することを目的とする。 
本研究は、ウズベキスタンのマハッラに焦
点を当て、その実態および存在意義と国民の
間にマハッラに対する姿勢とマハッラの社会
における役割の理解を深めることを目的として
いる。その中で中心となる検討課題は以下の
二点である。 
 
「公式なマハッラ」と「非公式なマハッラ」 
現段階までの研究成果で、応募者は中央アジ
ア地域におけるマハッラとは何かを定義づけ、
マハッラの機能と役割の二重性を強調した。す
なわち、近年のマハッラの変化を踏まえ、マ
ハッラは歴史的に、非公式的な人的ネット
ワークであると共に、独立後の現状の中で
国家行政機関として機能している。先行研究で
は「公式なマハッラ」について詳細な分析が行
われてきたが、マハッラの「非公式」な側面に関
する検討はまだ十分になされていない。本研
究は、応募者のこれまでの研究成果に基づき、
以下をさらに検討する。 
①「非公式なマハッラ」とはどのようなも
のなのか 
②人々の「非公式なマハッラ」に対する考
え方はどのようなものなのか 
具体的な検討対象の一例 
マハッラの人的ネットワークと、宗教機関
であるモスクの相互関連を探る。具体的には、
モスクはマハッラにおいて生活の中心を構成
するのか、そうでなければ、マハッラ内のモ
スクの役割は何なのかを検討する。更に、現
代のマハッラにおいてのモスクの役割をソ連
時代においてのマハッラと宗教機関との関係
と比べてコミュニティとモスクの関係を明確に
することを目指す。 
 
ソ連時代のマハッラ―変容と持続性― 
ソ連崩壊後のマハッラの姿については一定程
度の研究蓄積がある一方、ソ連時代のマハッ
ラについては、その実態、社会内の位置づけ
と役割、変化等の様々な側面について十分に
検討されていない。しかし、「公式なマハッラ」
だけでなく「非公式なネットワーク」としてのマ
ハッラを研究する上では、そのネットワークが
現在どのような形で現れているのかに加え、
過去との連続性を把握・分析することが不可
欠である。そのことから、本研究では、主にソ
連時代について以下を把握・分析してきた。 
①人々がマハッラをどのように認識していたか 
②ネットワークが社会内でどのように位置づけ
られたのか 
③社会の変化に伴ってマハッラがどのように
変わったのか 
 
 
３．研究の方法 
 
本研究は、ウズベキスタンのマハッラの事例を用
いつつ、①ソ連時代におけるマハッラを歴史的
に位置づけた上で、②ソ連崩壊後の中央アジア
地域におけるマハッラの仕組みと役割を現状の
調査・分析を通して検討し、③マハッラのような
伝統的地域社会と国家建設の関連性を検討し
た。 
 
そのために、ウズベキスタンの学術研究にお
いて第一線で活動する研究機関と共同で現地
調査・分析を行った。具体的には、外務省付属
世界経済外交大学や大統領付戦略問題研究
所の研究者をパートナーとし、調査地域・対象
選択、調査の準備・実施を計画段階から議論
し決定した。これは、研究対象地域からの問題
提起と地域外の研究者の研究関心双方を活か
すことにつながり、調査とその成果を強化した。 
 
 本研究は、民族問題に対するマハッラの役割
を調査・分析する上で、現地のコミュニティ・民
族の長老、リーダーや NGO、企業家らの幅広
い参加を反映させることが不可欠である。従っ
て、彼らの参加により多面的かつ重層的なネッ
トワークを構築した。一例として、サマルカンド
市とタシケント州の長老が上げられ、この長老
達、NGO や企業家らと現地で打合わせを行っ
てきた。その中で、現地調査の役割分担、協力
者の数、参加方法などを決めてきた。 
 
 
４．研究成果 
 
・ 本研究には、調査・分析を実行する上で、
現地の長老やマハッラのリーダー、実務家の
幅広い参加を促し分析に反映させるという特
色がある。これは、マハッラの歴史および地位
の変化と、様々な不安定要因や民族問題に
対するローカルレベルでの認識の深化を促
す。 
 
・ 本研究は、中央アジア地域で形成段階の
初期にある市民社会意識を分析する契機に
なるとともに、マハッラが中央アジア諸国の地
域社会内で発生する民族間・社会内諸問題
に対応する新たな可能性を指摘する、という
点で学術的独創性をもつ。 
  
 
・ 結果として、本研究は、伝統的な仕組みが
現代社会の問題解決に有効であるとすれば、
それはどのような側面においてなのか、その
中で長老やマハッラのリーダーの役割はいか
なるものかを明らかにした。 そうすることで、
本研究は地域社会が時代・状況・環境の変化
に応じてコミュニティレベルで生じる問題に対
応するための具体的かつ新たな手法を明らか
にすることを試みた。 
 
 本研究は、ウズベキスタンのマハッラを通し
て、中央アジア諸国における社会再編成、新
国家形成や市民社会の発展に関する貴重な
情報を提供する。そのような研究が未だ少な
い中、調査や出版を通して、現地から直接情
報を提供する意義は大きい。この観点から、本
研究は日本および中央アジア地域における中
央アジア研究に重要な貢献をすると考えられ
る。 
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